
１．期待される効果について（再評価調書及び再評価調書説明資料修正）

再評価調書（ｐ.４）修正対比
修正前 修正後

・ 本事業の完成により、仙山交流と広域通行の安心・安全に
大きな効果をもたらすことが期待される点を明記

再評価調書説明資料（ｐ.２）修正対比
修正前 修正後

(別紙)
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出来川総合流域防災事業に係る調書の修正 

１ 事業の概要について 

（１）調書の修正 

修正前 修正後 

事業の必要性 上位計画等 

・宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）【宮城県土木部】(令和

7 年 3 月改訂) 

・北上川水系江合川（1）圏域河川整備計画（平成 21 年 10 月） 

・見える川づくり計画（2021）（令和 5 年 3 月） 

・                                                         

            

（参考資料２）事業施工状況等 

現況写真（一部整備済み） 

 

事業の必要性 上位計画等 

・宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）【宮城県土木部】(令和

7 年 3 月改訂) 

・北上川水系江合川（1）圏域河川整備計画（平成 21 年 10 月） 

・見える川づくり計画（2021）（令和 5 年 3 月） 

・北上川水系河川整備基本方針：国土交通省 水管理・国土保全局（平

成 24 年 11 月 14 日変更）                          

 

（参考資料２）事業施工状況等 

現況写真（一部整備済み） 
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洞堀川総合流域防災事業に係る調書の修正 

１ 事業の概要について 

（１）調書の修正 

修正前 修正後 

事業名 

洞
どう

堀川
ほりがわ

総合流域防災事業 

 

事業の概要 事業の進捗状況 

【事業の進捗状況（順調でない場合にはその要因）】 

・整備目標流量は 30 年確立の 95m3/s とし、平成 27 年に発生した関

東・東北豪雨による被災を踏まえ、令和 3 年度からは防災・減災、国

土強靭化のための 5 か年加速化予算を活用し事業推進に努めている。 

 

事業の必要性 上位計画等 

・                                

         

・鳴瀬川水系河川整備計画（第 3 回変更）（令和 2 年 6 月） 

・見える川づくり計画（2021）（令和 5 年 3 月） 

・                                

             

事業名 

洞
どう

堀川
ぼりがわ

総合流域防災事業 

 

事業の概要 事業の進捗状況 

【事業の進捗状況（順調でない場合にはその要因）】 

・整備目標流量は 30 年確率の 95m3/s とし、平成 27 年に発生した関

東・東北豪雨による被災を踏まえ、令和 3 年度からは防災・減災、国

土強靭化のための 5 か年加速化予算を活用し事業推進に努めている。 

 

事業の必要性 上位計画等 

・宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）【宮城県土木部】(令和

7 年 3 月改訂) 

・鳴瀬川水系河川整備計画（第 3 回変更）（令和 2 年 6 月） 

・見える川づくり計画（2021）（令和 5 年 3 月） 

・鳴瀬川水系河川整備基本方針：国土交通省 水管理・国土保全局（平 

成 24 年 11 月 14 日変更） 
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事業の必要性 事業を巡る社会経済情勢等 

○社会経済情勢 １）社会背景 

気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体と

なって行う河川整備等の事前防災対策を加速化させることに加え、あら

ゆる関係者が協働して流域全体で行う「流域治水」への転換を推進し、

総合的な対策を行っている。                    

                                 

                           

 

事業の必要性 事業を巡る社会経済情勢等 

○社会経済情勢 １）社会背景 

気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体と

なって行う河川整備等の事前防災対策を加速化させることに加え、あら

ゆる関係者が協働して流域全体で行う「流域治水」への転換を推進し、

総合的な対策を行っている。令和 5 年 7 月には、特定都市河川浸水被害

対策法に基づき国土交通省では鳴瀬川水系吉田川を特定都市河川に指

定しており、河川整備など更なる治水対策を推進していく。 
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